
夏休みを終えて 

校長 代市 利光 

3年ぶりに行動制限のない夏休みを迎えました。みなさんにとって意義のある、楽しい夏休みを安心して

送れたのなら幸いです。行動制限が発令されなかったとはいえ、新型コロナウイルス感染症は相変わらず、

変異を繰り返しながら、猛威を振るっています。休み中にも感染してしまったという報告は、ほぼ毎日伝わ

ってきました。一時に比べ少なくはなっているものの、行動制限がないことも相まって、劇的に減少すると

いうことはなさそうです。これからも感染予防対策には、油断をせず継続して行っていくことが大切です。

各ご家庭、生徒のみなさんの一層の協力をよろしくお願いします。 

さて、1学期の終業式の日に、通常とは違い性暴力についてのお話をさせてもらいました。これは「教職

員等による児童生徒性暴力等の防止に関する法律」が施行されたことを受けて、東京都の要請でお話しさせ

ていただきました。長く教員を務めてきて、このような話をしなければならないことは悔しい限りですが、

実際に世間で起きてしまっていることを受けてのことですから、致し方ありません。本校においては、この

件に関して研修を進め、法律にあるようなことを今までも、そしてこれからも絶対起こさないことを確認し

たところです。同じ教員として勤めている者が、教員という職業を辱めていることに憤りを感じますが、私

たち諏訪台中教職員も、決意を新たに職務・教育に向かっていくことを約束しました。今回のように教職員

に限らず、他者から心や体を侵害されるようなことがあれば、すぐに私たち教員や周囲の大人に相談してく

ださい。私たちは、みなさんの誰もが、楽しく安心して学校生活を送れるように努めます。併せてみなさん

も他の人に気持ちを考えて行動できる人になってほしいと思います。お互いが居心地のいい学校を協力し

て作り上げていきましょう。 

 

2学期の初日、ほとんどの人が元気に登校している姿を見て、少し安心しました。今日から、また多くの

仲間と一緒に校内で過ごすことになります。感染予防対策には引き続き、そして、今まで以上にしっかりと

取り組みたいと思います。一部の人が取り組んでも成果は得られませんから、ご家庭、ご家族も含めて、一

人一人が、根気よく心がけて行かなければなりません。学校を取り巻くあらゆる人たちの共通した取り組み

によって、諏訪台中学校から感染者を出さないようにしましょう。今後とも協力をお願いします。 

2学期には文化祭舞台の部・合唱コンクールを実施する予定です。以前より内容は縮小しますがコンクー

ル形式での開催は3年ぶりとなります。音楽の授業での練習も始まってきます。体調を崩さず、全員が参加

し、諏訪台中学校らしい素晴らしい合唱に期待しています。会場の都合で観客の入場は今年もできません

が、配信等でご紹介できるか検討、準備を進める予定です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
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夏休みの諏訪台中 

    夏季休業直前は本校でも新型コロナウイルス感染者が増え、２年生、３年生で学級・学年閉鎖を実施しました。 

それに伴い、教育相談の日程を変更させていただくこととなり、ご迷惑をおかけいたしました。ご協力により 

まして無事面談を進めることができました。ありがとうございました。 

 夏休みは夏季総体を終えて、ほとんどの部活動が２年生中心に代替わりしました。夏休みはどの部活動も、 

熱中症に気を付けながら、熱心に活動していました。ここ数年は試合やコンクールの応援もままなりませんが、 

これからも各部活動への激励、応援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

     素晴らしい演奏を披露した吹奏楽部。            ３年が引退したバスケットボール部。１・２年中心 

練馬文化センター前でコンクール後の記念撮影。     の練習に選手も顧問も気合が入っています。 

 

 
９月行事予定 

日 曜 予 定 日 曜 予 定 

1 木 始業式 確認テスト 防災訓練 職員会議 

教育実習（始） 

19 月 敬老の日 

21 水 教育実習（終） 

２ 金 清里移動教室事前指導（1） 22 木 荒川区中学校連合体育大会  

第２回選挙管理委員会 ５ 月 清里移動教室（1） ～７（水）まで 

９ 金 生徒会役員選挙立候補受付終了 ２3 金 秋分の日 

12 月 常任委員会 第２回選挙管理委員会 26 月 生徒会朝礼 選挙運動(始) 

13 火 中央委員会 生徒会役員選挙立候補者公示 27 金 生徒会役員選挙ﾘﾊｰｻﾙ 

14 水 荒教研 28 水 職員会議 

16 金 水泳指導（終） 到達度テスト（３） 29 木 生徒会役員選挙ﾘﾊｰｻﾙ 前日打合せ 

３０ 金 生徒会役員選挙 

始業式の話から 

「若き日は過ぎ去り易い。けれども多彩であり、豊かなる収穫がある。それ故に若き日は尊い。」 

これは作家の田辺聖子の残した言葉です。以前、入学式で朱熹が残した漢詩の一節「少年老い易く、学成り

難し」を紹介しましたが、これに少し似ている気がします。今回の夏休み、３年生にとっては、“親がかり”で

過ごす最後の夏休みになりました。もちろん高校生になっても、親の世話になりながら生活し、通学すること

には変わりありません。しかし、高校生になると、アルバイトをする人は、自分でシフト(働く日時)を組み、

ある程度責任をもって社会と関わることになります。そのほかのことでも、親に聞く間もなく自分で判断しな

ければならない瞬間が増えてきます。学校の授業についても、学校によってですが、自分で時間割を組むこと

が出てきます。夏休みの補習なども同じです。そういう意味において親頼り、親がかりの生活ができる最後の

夏休みになったと思います。さて、話は戻りますが、そういうことを念頭に「多彩で収穫のある」夏休みを過

ごせたでしょうか。じっくりと親と話をして進路や将来について話ができた。日頃できないことに挑戦した。

みなさんの夏休みが、そんな夏休みであったならうれしいです。 

 


